
～ たくましく 感謝（かんしゃ）の心をもち 真剣（しんけん）に 学（まな）び合う 高島っ子 ～ 

いつも 笑顔で、にっこり、わたしも、あなたも、あたたかい気持ちで、ほっこり 

 

 

毎朝の体調管理、ありがとうございます。 

ここのところ、朝からの体温が、37.0℃以上の子どもたちが見受けれらます。平熱の違いもありますが、気温

も上がってきて、 熱が体にこもって体温が高い 場合も想定されます。 

発熱（出席停止で対応）との判断が難しいので、学校では、一旦、保健室で休ませて、再度、検温を行い、発熱

の疑いがある場合、ご家庭に連絡を取り、下校としております。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

13 日、九州北部地方の梅雨明け宣言がありました。1 学期も来週の 2 日間になりました。今週末はいよい

よ、海開き。暑い夏がやって来ます。 

 

[ 熱中症警戒アラートと学校での対応について ]  

梅雨明けといっしょに、１４日（水）、県内、熱中症の危険性が極めて高い気象状況となると予想されることから、３回目

の熱中症警戒アラートが発令されました。 

今年度から始まった熱中症注意喚起の呼びかけです。学校でも、アラート発令時の対応と共に、熱中症に対する予防注意喚

起・対策を行っています。 

〇数値（暑さ指数（WBGT））等の情報収集と周知 

・環境省 熱中症予防情報サイトより、長崎市の暑さ指数（ＷＢＧＴ）の状  

況と予測を確認し、保健室前掲示板に掲示しています。（右写真は 14日  

分） 

・アラート発令時は、先生方への周知と給食の時間（子どもたちが全員集合 

する場）ランチルームで、熱中症にならないよう定期的な水分補給の徹底、 

昼休みの遊び方、適度な休憩について話をしています。 

※ ＰＭ2.5のその分布予測も確認しています。 

〇本校の強みである小規模校の利点：全ての子どもたちに目が届く、教師の見守り 

・集団登校での両教頭による見守りに始まり、朝の職員室での健康観察の確認、学級担任の見守  

りと、複数の教師の目で子どもたちの体調の様子も見守っています。 

・体調面の限らず、生活面、学習面で、気になること等ありましたら、お電話いただければと思 

います。今後もしっかり見守っていきます。 

〇体育授業、屋外活動の制限 

・警戒アラート発令や暑さ指数が「厳重警戒」「危険」になった場合、体育の授業や屋外活動のその可否も含め、見直し 

を行っていきます。 

暑さ指数（WBGT）とは・・・① 湿度  ② 日射（直射日光）や輻射
ふくしゃ

（簡単に言うと、地面や壁など 

から伝わる熱、照り返しのことです）による熱  ③ 気温 の３つの変化が、熱中症を引き起こす要因 

といわれています。そのため、この３つを合わせて、指数としてあらわしたのが暑さ指数（WBGT）です。 

 

前回、体育館での全児童生徒のレクリエーションの時間では、風通し

のいい場所に移動し、大型扇風機を複数使うなどの物理的対策と、水分

補給の呼びかけと定期的な給水タイムの実施、そして職員全員の児童生

徒観察を行いながら、実施しました。  

今後も、子どもたちが熱中症で体調を崩さないよう、環境の確認、休

憩、観察、呼びかけと実施を行っていきます。 

 

なお、熱中症と新型コロナ感染予防でのマスク着用ですが、熱中症防止対策を優先し、体育時は、距離を置いて、対面での

会話を避ける等の対策の下、マスクは外して、授業を行っています。 
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